
今
回
の
報
告
は
、
、
王
資
料
と
し
て
明
治
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵

の
弓
胃
○
胃
回
国
ロ
三
○
扇
目
①
昌
冒
盲
目
ご
と
弓
馬
○
頁
陣
田
口

冨
○
ぐ
①
日
①
貝
旨
昏
①
旨
９
口
①
の
①
両
目
官
Ｈ
①
を
使
用
し
、
幕
末
に

は
じ
ま
っ
た
医
療
伝
道
の
推
移
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

資
料
は
日
本
で
活
動
し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
団
の
年
鑑
で
あ
る
。

弓
馬
○
冑
回
国
ロ
巨
○
蔚
日
の
ヨ
ョ
昔
日
口
と
弓
胃
○
冨
一
降
冒
ロ

巨
○
蔚
目
ｇ
ご
ロ
号
①
百
日
ロ
鵬
①
両
日
凰
吊
は
、
同
じ
年
鑑
で
あ

る
が
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
か
ら
冒
冒
ロ
で
は
な
く
菅
冒
ロ
①
の
①

同
ヨ
ロ
用
と
さ
れ
た
。
明
治
学
院
大
学
図
書
館
に
は
一
九
○
七
（
明

治
四
○
）
年
の
第
五
巻
よ
り
一
九
六
○
年
代
に
発
刊
さ
れ
た
も
の

ま
で
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

言
巴
匿
８
日
昌
一
日
が
一
九
○
○
年
の
全
国
宣
教
師
会
議
で
医

療
伝
道
（
三
の
ａ
ｏ
竺
言
の
の
ヨ
コ
勿
）
の
将
来
性
と
し
て
社
会
慈
善
事
業

59

一
九
○
○
年
以
降
の
日
本
に
お
け
る

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
医
療

伝
道

高
安
伸
子

（
ｇ
閏
ご
）
へ
の
転
機
を
提
言
し
た
こ
と
を
前
回
報
告
し
た
。
今

回
は
弓
篇
○
頁
目
国
己
冨
冒
の
日
①
具
言
菅
冒
口
二
九
○
七
）
収

録
の
ど
冨
再
シ
目
○
匡
國
ｇ
月
詳
言
＆
旨
巴
冨
爾
目
言
。
烏
と

弓
扁
○
胃
回
国
ロ
冒
○
蔚
冒
①
昌
言
号
①
冒
冨
ロ
＄
①
向
日
豆
吊
二

九
一
七
）
収
録
の
ｍ
西
８
：
耳
○
胃
璽
園
ご
言
８
門
巴
雪
。
民
ヨ

旨
冨
国
に
よ
り
、
テ
イ
ラ
ー
の
提
言
が
そ
の
後
の
医
療
伝
道
の
方

針
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ

た
。
こ
の
二
編
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
長
門
谷
洋
治
「
近
代
日
本

に
お
け
る
外
人
宣
教
師
医
の
研
究
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
一
六

巻
第
一
号
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
二
編
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
国
９
月
茸
の
言
①
巳
‐

８
一
三
厨
の
呂
弓
。
異
に
お
い
て
は
一
九
○
○
年
以
降
の
各
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
動
向
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
九
○
七
年
の
論
文

で
興
味
深
い
の
は
、
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
医
療
伝
道
の
中
心
と
な
る

べ
き
宣
教
医
が
帰
国
し
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
将
来
の
医
療
伝
道

は
す
で
に
終
わ
っ
た
と
す
る
見
解
を
も
っ
て
お
り
、
テ
イ
ラ
ー
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
へ
転
換
す
べ
き
と
の
提
言
を
ふ
ま
え
て
救
ラ
イ
施

設
な
ど
の
設
立
に
重
点
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
来
日
宣
教
師
の
活
動
を
阻
害
し
て
い
る
原
因
と
し
て
一
九
○
六
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が
創
設
さ
れ
た
。

年
五
月
に
公
布
さ
れ
た
医
師
法
（
法
律
第
四
七
号
）
を
あ
げ
て
い
る
。

西
①
閉
庁
茸
の
。
言
曽
冨
口
ご
巴
旨
巴
弓
○
鳥
目
苛
冨
ロ
で
は
ア

ル
メ
イ
ダ
に
は
じ
ま
る
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
医
療
伝
道

の
歴
史
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
最
後
に
日
本
で
の
宣
教
医
た
ち
の

活
動
と
そ
の
影
響
を
総
括
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
は
一

九
○
○
年
頃
よ
り
過
渡
期
に
あ
り
、
様
々
な
教
団
が
そ
れ
ぞ
れ
の

方
針
で
活
動
を
し
て
い
た
。
こ
れ
は
日
本
政
府
の
政
策
や
宣
教
師

を
派
遣
し
て
い
た
国
々
の
国
内
事
情
に
も
変
化
が
起
き
て
い
た
こ

と
か
ら
、
教
団
の
方
針
も
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、

本
来
イ
エ
ス
の
癒
し
会
の
農
侭
）
は
各
地
を
巡
回
し
て
行
う
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
開
国
し
た
日
本
に
到
着
し
た
宣
教
医
た
ち
も
都
市

部
か
ら
地
方
へ
巡
回
（
８
目
侭
）
し
て
医
療
伝
道
を
行
っ
て
い
た
。

こ
の
巡
回
も
西
洋
医
学
を
学
ん
だ
日
本
人
医
師
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
方
針
が
変
更
さ
れ
た
。
変
更
さ
れ
た
方
針
は
や
は
り
聖
書
に

基
づ
く
救
ラ
イ
施
設
や
盲
人
な
ど
の
救
護
施
設
の
設
立
と
い
っ
た

社
会
慈
善
事
業
で
あ
り
、
東
京
、
熊
本
な
ど
に
そ
の
た
め
の
施
設

日
本
に
お
け
る
幕
末
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
医
療
伝
道
が
終
焉
を

迎
え
た
第
二
の
要
因
は
日
韓
併
合
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
九
一

○
（
明
治
四
三
）
年
に
日
本
は
韓
国
を
併
合
し
た
。
今
回
使
用
し
た

弓
馬
○
胃
回
国
ロ
冒
○
ぐ
①
日
①
昌
冒
号
①
旨
目
目
①
印
①
両
目
且
昂
は
一

九
一
二
年
以
降
よ
り
韓
国
に
お
け
る
医
療
伝
道
の
記
事
が
お
お
く

掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
の
ち
に
は
日
本
、
韓
国
、
台
湾
の
三

カ
所
に
お
け
る
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
を
収
録
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
日
本
政
府
の
政

策
を
伝
道
地
拡
大
の
機
会
と
し
て
日
本
を
拠
点
に
韓
国
お
よ
び
台

湾
へ
宣
教
医
を
派
遣
し
た
経
緯
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
韓
国
お
よ

び
台
湾
に
派
遣
さ
れ
た
宣
教
医
に
つ
い
て
は
次
回
報
告
す
る
予
定

で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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